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指導事例1

「私の、僕の人生と家族」

クイズ形式で生徒の興味 ・関心を喚起 しな

が ら、現代の家族 ・家庭 について学び、さら

にプレー ンス トー ミングによる発表を取 り入

れた事例

指導事例3

「まだ先のことかもしれないけれ ど」

全生徒が体験で きる簡単な高齢者

疑似体験を通 して、高齢者の生活 を

身近な問題としてとらえる事例

指導事例2

「食生活 と健康のかかわ りを知ろう」

アンケー ト調査の実施や 自分の体についての調べ学習を

通 して、自分の食生活にかかわる問題に気付き、問題点を

調査 ・実験 ・実習によ り解決した事例

指導事例4

「安 らぎの住 まい」

平面図の描き方や住環境の整備

の基礎をもとに、生活 要求に適

した住まいの設計 をするとい う

課題をグループごとに解決 した

事例

指導事例5

「さあ困った、どうしよう」

将来に起 こりうる問題を生徒 自

身が設定 し、その解決方法を探る

問題解決的な学習を取 り入れた事

例
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生活課題を主体的に解決できる生徒が育つ授業の創造

1主 題設定の理 由

21世 紀がスター トした。豊かな人間性 をは ぐくむ教育や 、生徒一人一 人の個性や能力を

伸ばす教育 を推 進 し、生涯 にわたって学び続 けることができる生徒の育成が求め られている。

新教育課程では、生徒に 自ら学び、 自ら考える力な ど 「生きる力」 を育成す る ことを基本的

なね らい として いる。家庭や地域社会 の教育力が低下 している と言われる今 、学校教育 にお

いて、生徒に自分 自身で考 え創造する力、自分で率 先 して行動する力、他 者へ の思 いや りな

どの力 を育む教育や、男女 共同参画社会 の推進や 少子高齢化等 への適切な対応 も重視 されて

いる。

調理 に携わ る経験は、学校 の授業の調理実習のみであるという生徒 も多 く、生活技術 の低

下が見 られ るな ど、一人一人の生徒の生活経験や学習歴 などが違っている。 さらに、基礎的

な生活習慣 を身 に付 けていない生徒、児童虐待な どによ り心 に深い傷 を負 った生徒 な ども増

えてきている。そ こで改めて家庭科教育 にお いて、 どのよ うな生徒を育てた いかを考 えた。

具体的 には、① 生活の 自立性 を高め る ②一人一人の個性や能力 を伸ばす ③ 生活 の問題 に

気付 き、問題 を解 決す る ④他者 とのかかわ りを大切 にす る等、目指すべ き生徒像 を考 えた。

そのためには、 生徒一人一人の関心 ・意欲 を喚起 し、生活 を見つめ、生活の主体者 となっ

て考 えることのできる指導方法及び学習内容を検討 して いくことが必要 とな る。 また、生涯

にわたって学び続 ける力 を身 に付ける ことが大 切で、 「学び方 を学ぶ」 ことを学習活動の中

で積極的 に取 り上げてい く必要がある。 さらには、他者 を思いや ることがで きる生徒を育成

していく ことを念 頭に置 き、一人一人の学習意欲 を高め ることのみな らず 、グループ学習な

ど集 団で学ぶ喜 び と充実感 を体得できる、学習集 団のモ ラールを高めてい く。

家庭科 においてはホームプロジェク トや学校 家庭 クラブ活動など、教育課題 に迫 る実践が

見 られ るが、生徒の多様化 、学習集 団の規模や生活技術 ・経験 の不足等の問題 のため生活課

題 を主体的 に解 決する学習 の実施 には更な る工夫が必要で ある。今後、急激 な環境の変化 、

生活の変化が予想され る。予想できない変化 に遭遇 しても、 自ら解決 し力強 く生き抜 く生徒

の育成 を 目指 してい くことが急務である。そ こで、本研究では生徒一人一人が生涯 にわたっ

て、主体的 ・意欲的 に生活課題 を解決で きる能力を培 う授業を創造す ることをね らい とした。

II研 究の内容

1生 活課題を主体 的に解決で きる生徒 とは

「家庭科」は変化 の激 しい社会的事象 をも家族 ・家庭 の視点で学ぶ教科である。家庭経営

の例 をあげれば、介護保険制度 の導入、年金制度の変化 、民法改正案な ど、半年前の知識で

さえも古 くなって しまい、役 に立たな くな って しま うことが ある。 このような社会 に対応 し

ていくため には生徒 の学習への興味 ・関心 、自 ら学ぶ意欲 を喚起 し、生活 に必要な知識 と技
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術 を習得させ 、学習 した知識 と技術 を生か して、生活を見直 し、課題 を見いだ してその解決

を図るな ど、 主体的な学習 の仕方を身に付けさせ ることが不可欠である。

そ こで、本研究では 「生活課題を主体的 に解決できる生徒」 を①生活課題 に気付き、問題

意識をもつ生徒 ②興味 ・関心を生か して主体的に学習できる生徒 ③家庭科 に関する基礎

的な知識 と技術を習得 し、活用できる生徒 ④人 とのかかわ りを重視 し、協力 し合える生徒

の4点 ととらえた。

2家 庭科の学習でr生 活課題を主体的 に解決で きる生徒」 を育成する意義

『新学習指導要領』 に示 された 「家庭科」の目標は 「人 間の健全な発達 と生活 の営みを総

合的に とらえ、家族 ・家庭の意義 、家族 ・家庭 と社会 とのかかわ りにっいて理解 させる とと

もに、生活 に必要な知識 と技術を習得 させ、男女が協 力 して家庭や地域の生活 を創造する能

力 と実践的な態度 を育て る」である。

家庭科では、生活 をよ りよくす るため に主体的 に実践で きる能力と態度を育成す ることを

目指 し、小学校では家族 の一員 としての視点、 中学校で は自己の生活の 自立 を図 る視点 が重

視 され、 さらに高等学校で は社会 とのかかわ りの中で営 まれ る家庭生活への関心 を高め、生

活 を創造する主体 として の視点が重視 されて いる。すなわち、 自分が生活 を営む とい う立場

で生活 の現状を見 つめ、なぜそ うす るのか、 どうした らよ いか という課題意識 をもつ ととも

に、実践的 ・体験的な学習 を通 して、家庭生活の様 々な事象の根底 にある原理 ・原則 を科学

的に理解 し、それ らにかかわる知識 と技術 を実際の生活上の意思決定や 問題解 決 に生か して

い くことである。

しか し、 これ までの高等学校家庭科 の学習指導 は、 ともする と基礎的な知識や技術 の習得

に力点がおかれ、知識伝達 に傾倒 しがちであった。一方で、実践的な態度の育成については

家庭学習に委ね、学校 における学習の中で行 われ ることが少なか った。 こうした状況 を踏 ま

えた時、 自らの意欲 で学習活動 に取 り組む ことがで きる題材 の開発や指導の工夫を通 して、

「生活課題 を主体的に解 決できる生徒」 を育成す ることは、今 日の高等学校家庭科 の学習指

導 に求め られて いる重 要な課題である と考え、生徒が学習の中心 となるような授業 を創造す

る。

3生 活課題を主体 的に解決できる生徒を育成 する指導の工夫

先行研究 〈技術・家庭科の学力構造(r中 等教育資料』平成8牢8目号)〉 による と、生活課題解 決能

力の基礎能力 として は問題解 決能 力があげ られ る。さ らにその基礎部分 として生活の科学 的

認識(知 識 ・理解)、 生活技術 の習得(技 術 ・表現)、 生活 重視の価値形成(関 心 ・意欲 ・

態度〉な どがある。

そ こで、問題解決的な学習を取 り入れ、問題解決能力 を育成す ること及び、その基礎 とな

る生徒の生活への関心 ・意欲 を喚起す ること、生活 を充実向上す るために必要な基礎的 ・基

本的な事項 につ いて理解 し、知識 を身に付ける こと、生活 を充実向上す るために必要な生活

技術 を身に付 けることができる指導方法 を工夫す ることによ り、生活課題解 決能 力をは ぐく

む ことができると考 える。具体的には、実践的 ・体験 的な学習 を指導 に取 り入れ るな どの工
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夫 を して い く。

匪i活課題の解決能力1

↑ ・臆 工夫思考糊

匡活の科学的認調 → 匡麺 →

(知識 ・理 解)
↑㈱ ・意欲 ・鍍 ・

〈技術・家庭科の学力構造(『 中等教育資料』平成8年8目 号1>

4評 価の基礎

生活課題 を解 決す る力を育成す る授業にお ける評価 は、単 に知識 ・理解や技術な どの成果

のみ に重点を置 くのではな く、教師の観察記録、生徒の 自己評価 ・相互評価、 レポー ト ・感

想文 などの提 出物 によ り生徒一人一人の学習状況 を把握す ることが重要で ある。そ こで指導

計画 に合わせて評価計画 を作成 した。評価 の観点は① 関心 ・意欲 ・態度 ②思考 ・判 断 ③

技能 ・表現 ④知識 ・理解 の4つ であ り、評価 規準は下図の とお りで ある。 この評価規準

を基 に、各題材 ごとに、各評価 の観点 に照 らし合わせた 目標及び評価規準 を設定 し、評価方

法、評価 の場面、判定の尺度な どを明確 に して、評価 を行 う。

関fV1・ 意 欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

家庭や地域の生活 家庭や地域社会に 家庭や地域の生活 家庭生活の意義や

について関心 をもち、 つ いて見直 し、課題 を充実向上するため 役割 を理解 し、家庭

その充実向上を目指 を見付 け、その解決 に必 要 な基 礎 的 ・基 や地域の生活を充実

して意欲的に取 り組 を目指 して思考を深 本的な技術 を身に付 向上するために必要

む と とも に、実践 的 め 、適 切 に判 断 し、 け て い る。 な基礎的 ・基本的な

な態度 を身に付けて 工夫し創造する能力 知識を身に付けてい

い る 。 を身 に付けて いる。 る 。

〈生徒指導要録の解説 と記入上の留意点(『 中等教育資料』平成13年4月 号)〉
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III研 究の構想

研 究 の 背 景

社会の要請を受けた新教育課程

完全学校週5日 制の下 で、各学校が[ゆ とり]の 中で 「特色ある教育」を展 開 し、豊

かな人間性や基礎 ・基本 を身に付けさせ、個性 を生か し、 自ら学び、自ら考 える力な ど

「生きる力」 を培 うことが大切である。

新教育課程の家庭科の改普 の基本方針(ウ)

基礎的 ・基本的な知識 ・技術 を確実 に身 に付 けさせるために、実践的 ・体験 的な学習

を一層重視す るとともに、環境 に配慮 して主体的 に生活を営 む能力を育て るため、 自ら

課題 を見 いだ し解決 を図る問題解決的な学習の充実 を図る ことが大切で ある。

生徒の実態

生活技術 ・生活経験 の不足。 また、学習経験 の差な どによ り一人一人の生徒の知識 ・

技術の差 が大 きい。

Z
晒一 一 一 ・一 一 ・一 ・・一 ・一一 ・一 一 一・ 目指 す 生 徒 像 一 一 一 ・」一一 一 一 一 一 一 ・一 一 「へ 　
亀 ● 生活 を実感 し生活 に関心 をもって、主体的 に学習できる生徒1
、 、

趣

、
馳

、
唾

、
亀

、

● 生活課題に気 付き、問題意識 をもち、進んで学習す る生徒

● 生活 に必 要な基礎的な知識 と技術 を習得 し、活用で きる生徒

● 人とのかかわ りを重視 し、協力 し合える生徒

亀

、
馳

、
馳

、
亀

、

L.響..匿..r._」r_._..r.躍.一..」r._.躍.冨._.」r,π,..7.一.,8._.置..r.置,」..」..一7.5_._.」7.」

↓

轟.
① 全体指導計画の作成

② 実践的 ・体験的な学習、問題解決的な学習を取り入れた指導の工夫

③ 評価計画と評価規準の明確化
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lV全 体指導計画

設定科 目は 「家庭 総合」 と し、第1年 次 と第2年 次 に2単 位ずつ4単 位 として全体指導計

画 を作成 した。配当時間は、1学 期26時 間、2学 期28時 間、3学 期16時 間 とす る。

t年 次 2年 次

題 材 名 時間 題 材 名 時間

○オリエンテーションとホームプロジェクトと学校家庭 ク 2 ○衣 生活 の科 学と文化(14時 聞配 当) 14

ラブ 1服 から見えてくるもの1
目指せ ファ ッシ ョンリーダー

○人 の一生と家族 ・家庭(1 8時 間配 当) 18 アパ レル産業 をのぞいてみよ う

1 1私 の、僕の人 生と家旋 i 1 オ リジナル作 品を作ろ う

学 学 作品 を売 り出す と した ら

期 〔家族 ・家庭の中の私一私の考える家族 〕 期

法律の中で生活する ○子 どもの発達 と保 育(12時 間配 当) 12

自分 の生活 をデザイ ンしよ う 1子 ども好き?1
26 未来 の家族 関係 にっいて話 し合 ってみ よう 26 赤ち ゃんを抱 っこ した ことあ る?

児童虐待ってなぜ起こる

0消 費 生活 と資源 ・環境(20時 間配 当) 社会で育てよう

1自 立した消費生活 … 未来のために1 4

お金 につ いて知 っておきたい こと

変化する買い物方法

Oホ ームプ ロジェク ト(6時 間配当)

PLAN→DO→SEE(夏 休みの課題) 2

発表しよう 4 0ホ ーム プロジェク ト(4時 間配 当) 4

発表しよう

(消費生活 と資源 ・環境) 26

生活情報のよりよい活用を考えよう ○高齢者の生活と福祉(12時 間配当) 12

グ リー ンコンシューマー にな ろう 1ま だ先のことかもしれないけどi
2 2

学 ○食生活の科学と文化(24時 間配当) 学
r

高齢者になってみよう一簡単な
期 1食 生活と健蟻のかかわりを知ろう1 8 期 高齢者疑似体験一

'、

食べ るって どうい うこと? 高齢社会って何?
何をどれだけ食べればいいの? 年金 もらえな くな っちゃ うの?

28 コ ンビニで昼食 を買お う zs 介護保険が始まった

食品に添加物は必要? 社会福祉施設に行ってみよう
あたると恐い食中毒 介護 を受け る身にな って見 えて くる こと

O住 生活の科学と文化(16時 間配当) 16

1安 らぎの住まい1

私たちの暮らす住まいとは

お部屋 をリフォー ム

「だか ら借 ります」 「それで も買います」

〔■らしやすい住まいの提案 〕

調理実習1「 調理 の基本 」 16
みんなのまちづ くり

栄養素って何?

3 糖分のとりすぎにご用心
3 〔 さあ困ったどうしよう 〕 12、

学
'

生活習慣病は大丈夫? 学
期 自分の体を調べよう!

㌧ ノ 期
自分の食生活を見直そう

献立 を立て てみよ う一一食分 一

16 調理実習2「 献 立作成」 16

献立 を立て てみよ う一一 日分 一

パ ソコンで らく らく栄養計算

食の自立はできたかな?
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M指 導事例

私 の、僕 の人生 と家族 一私 の考 え る家族 一

i題 材設定の理 由

家庭 は、毎 日を過 ごす生活 の場 であると同時に、そ こで子 どもが成長、発達 して いき、や

がて創 り上げてい く創造的な場である。しか し、その家庭やその場で生活 を営む家族の姿は、

大 きく変化 し固定的なイ メージで とらえることはできな くなっている。また、新学習指導 要

領では、人の一生を生涯発達 の視点で とらえ、家族 ・家庭 の意義、家族 ・家庭 と社会 とのか

かわ りについて理解 させて いくこととある。それ故、生徒が現在の 自分躰 どの発達段階 にあ

るか を知 り、将来 どのよ うな家族 ・家庭 を創造 したいのかを考 えることが重要である。そ こ

で、 「家庭総合」の導入の段階で、生徒が 自分の家族 ・家庭 を見つ め、今 まで以上 に、自分

の生活 に関心 をもち、 これか らの家庭科の学習 に意欲 的に取 り組む ことができることを 目的

として、 この題材を設定 した。

2目 標

(1)家 族 ・家庭 について関心 をもち、よ りよいライ フスタイル を描 くことができる。

(2)様 々なデー タか ら課題な どを発見 し、その解決 を目指 して思考 を深め、自分の意見 をま

とめることができる。

(3)必 要な資料等収集 し、調べた ことをまとめ、発表す る方 法を工夫す ることができる。

(4)現 代の家族の特徴 、家族 に関す る基本的な法律等 を理解 し、新 しい制度な どにつ いての

知識 を身に付 ける。

3指 導計画(18時 間)

1」・題 材 名 時間 学 習 内 容 留 意 点

私の考える家 2 ・現代の家族 ・家庭について知る。くクイズ》 ・関連する内容をクイズ形

族 体 時〉
・自分にとって家族 とは何か考 える。 式にまとめておく。

〈ブ レ ー ン ス トー ミ ング 》
・様 々な暮 らし方の例を用

意 す る 。

法律の中で生 4 ・社会制度としての家族について知 り、家族 に ・正 答を示 しなが ら板書 し

活する 関する法律にっいて基本的な理解 をする。 時代 とともに変化 して い

〈法律の基礎Q&A> くことに気付かせる。

・データか ら見て結婚 を考える。 ・各条件を黒板 に貼 ってお

〈サ イ レ ン ト ・オ ー ク シ ョ ン〉 く 。

自分の人生を 6 ・男女で創る家庭生活、職業生活を考える(職 ・シナ リオの一部 を用意 し

デザインしよ 業労働 ・家事労働)〈 ロールプレイング〉 て お く。

う ・独立 して暮らすために必要な ことにっいて考 え ・新 聞の読者登壇 の記事 を
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る 。 〈投 書 へ の 返 事 〉 集 め て お く 。

未来の家族関 6 ・男女共 同参画社会基本法 につ いて理解 し、 これ ・グ ル ー プ を 作 り、 協 力 し

係 について話 か らの家族の在 り方及び生活上の リスクを想定 て 調 べ 、 発 表 さ せ る 。

し合 ってみよ し、それ らに対 して どのよ うな社会保障制度や

う 社会福祉があるか調査 ・研究 し、発表する。 〈グ

ループ研究〉

4指 導展 開 例r私 の考 え る家 族」(2時 間)

(1)本 時 のね らい

① 現 代 の家 族 ・家庭 につ いて の基 本 的 な デ ー タ を読 み と る こ とが で き る。(知 識 ・理 解)

② 自分 に とっ て 、 家族 は どの よ うな 存 在 か 考 え 、 ま とめ る こ とが で きる 。(技 能 ・表 現)

(2)本 時 の学 習 の流 れ(関 心 ・意欲 ・態度 ・【関】 思考 ・判断 ・【思】 技能 ・表現 ・【技】 知識 ・理解 ・【知】)

学 習 活 動 教師の支援と留意点 評 価 資 料

評価項目 評価方法

家族 ・家庭に関する問題常識クイズを解いてみよう!

・家族 に関す るクイズを解 ・選択 形式 のクイ ズを ・積極的 に ・観察(授 ・クイ ズ

く 。 用意 し、全員が取 り組 クイ ズに 業への取 ・プ リ ン ト

・クイ ズによ り現代 の家族 に めるようにする。 答 えてい り組み方)

つ いての特徴 を理解する。 る か 。
・記録用紙

・家族は過去か ら未来へつな 【関】 の確認

がって いる ことに気付 く。 ・現代 の家

族 につい

て理解で

きたか

【知 】

・具体的な家族 の形態 につい ・いろいろな家族 の例 ・自 分 の 考 ・観 察 ・プ リ ン ト

て考 え る。 を 示 す 。 えをまと

・自分が考える家族の範囲を ・現代家族の問題点など める こと

表 に して み る。 把握させる。 ができた

か 。 【思 】

ブ レーンス トーミングで いろいろな生き方 ・暮 らし方 につ いて考えを深めよ う1

・ブ レー ンス トー ミ ン グに よ ・ブ レー ン ス トー ミ ン グ ・ ブ レ ー ン ・観察(グ ・プ リン ト

る話 し合 いをする。 の注意点 を確認する。 ス トー ミ ルー プ活

・グループで出た意見を整理 ・グループを編成 させ ングに積 動への参

す る 。 る 。 極的に参 加状況)

・分 か った こと を ま とめ る。 ・ブ レー ン ス トー ミ ン グ 加 して い

による話 し合いをさせ る か 。
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意見 をまとめ、発表さ 【関 】

せ る 。 ・工 夫 して ・観察及び

・意見を補足修正 させ 発表でき 記録用紙

る 。 た か 。 の確認

【技 】

(3)評 価 の観点

① 現代 の家族 ・家庭の特徴 を理解す る ことができたか。

② 自分 の思 い描 く家族 を工夫 して まとめ、グループ内で発表す ることができたか。

③ グルー プの他のメンバーの発表及 び、他のグルー プの発表 を聞き、自分 の意見を補足

修正す ることができたか。

5生 徒 の感想

r家 族 について考える授業』

・こんなに深 く家族の ことを考えたのは初めてだ った。最 も身近 な問題なの にとても難 しい

ものがあった。人 によって こんなにもFI(Fam皿yIdentity)が 違 うことに驚 いた。

・この授業 で、個人個 人が考える家族は、それぞれ違って いる ことに気付 いた。 もし、家族

の中で、 自分 は家族だ と思 っていて も、相手が家族だ と思 って いなか った ら、悲 しい。

・私は家族が少ない けれ ど、広 く見ていけば結構多いと言えるか もしれない と思 った。叔父、

叔母の ことをきちん と知 らな いか ら(お 年玉をもらうくらいで)誰 と血縁関係にあるか、

今度調べて みようと思った。 〈生徒のワー クシー ト記入例〉

・いろんな家族の 「幅」があること

を知 り、少 し驚 いた。従兄弟や叔

父 ・叔母 な ども家族 と考 えている

人は、よっぽ ど身近 にいるのでは

ないか と思 った。

それぞれの家庭で、親戚な どとの

付き合い方 も違 うか ら、 この よう

な考えの違 いが 出て くるのだ と思

う。私が一番大切なのは、一緒 に

住む とい うことのみでな く、家族

一人一人の気持 ちを分かって あげ

て、和 ませる雰囲気 をつ くれ るこ

とだ と思 う。 「家 族」 について改

めて考えて、 とて もいい勉強 にな

った。

rブ レー ンス トーミング』

・普段一緒 に生活 している家族の こ

とを考える ということは、め った
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に しな い気がす るので、今 日か ら始 まった授業で、家族 のことをいろいろ理解 して いけれ

ばいいと思 う。みんな、それぞれ意見が違 うので、みんなの意見 も参考 に した いと思 う。

・み ん な い ろ ん な こ とを 考 え て い る な っ て思 っ た。 今 日、一 番 強 く思 った こ とは 、一 人 一一

人 が ち ゃ ん と した 自分 の 意見 を も って い て 、 中 には ち ょっ と変 わ っ た意 見 も あ った け ど、

その ことをちゃんと言 えて、や っぱ り高校 生ともなる と違 うとい うことだった。 こ一や っ

てみんな 自立 して いくんだ と思 った。

6考 察

本事例は、 自分 の家族 ・家庭 をみつめ 、 これ まで以上 に、 自分の生活 に関心 をもち、「家

庭総合」の導入 として、 これか らの家庭科 の学習 に意欲 的に取 り組む ことがで きる ことを目

的 として実践 した もので ある。現代の家族 ・家庭の特徴 を理解 するためにクイズ を取 り入れ、

生徒の興 味を喚起 させ るとともに、自分の思 い描 く家族 を もとに、 自分の意見 をまとめ発表

し、 さらに人の意見 を聞 くブ レー ンス トーミングを実施 した。

こうした、最 も身近な家族 に関心 をもち、自分の考 える家族 をまとめ発表 し、 人の意見を

聞きなが ら自分 の意見 を補足修正す る力が、生活課題解決 にお いて重要である。授業 中の生

徒の取 り組み状況や授業後の生徒 の意識調査 か ら、以下 のように整理できる。

ブレーンス トーミングを取 り入れた授業に対する生徒の取組みは意欲的である。

ブレー ンス トー ミングを取 り入れた授業は、

今回が初めて であ った 。そのため、作成 した

プ リン トを活 用 しなが ら 各 グルー プで進 め

て いった。

右表のよ うに、ほぼ8割 の生徒 が 「大変よ

く取 り組 んだ」 と自己評価 している。その理

由として、

生徒の取組み状況

大変よく取 り組んだ 7si

まあ取り組んだ 22%

全然取り組んでいない of

(1年 生3ク ラス分121名)

「人 によって考 え方 が様 々で意見 を真剣 に聞いていた」 「人の意見 を聞 くのがお

も しろかった」 「みんなで発表 し合 うのが楽 しか った」 という回答 が多 かった。

家族に関する授業(特 に自分の思い描 く家族)に 対する生徒の興味は高い。

現代の家族 の特徴 を理解するために、 クイズ形

式 を取 り入れ た。基礎的なデータを理解するため

に、生徒 が興味 をもって取 り組めるよう、出題方

法 も工夫 した。また、自分が考 える家族 を用いて、

意見 をま とめ、発表す ることによ り、家族 に関す

る意識が高まった。 さらに、他人の意見 を聞 くこ

とによ り、家族 に関す る考えが広 まった といえる。

1授 業への興味1

大変興味がもてた 65%

まあ興味がもてた 23%

全然興味がもてない 12%

(1年 生3ク ラス分121名)

一10一



食生活 と健康のかかわ りを知ろ う

一生活習慣病は大丈夫?

1題 材設定の理 由

年々、生活習慣病 の若年化 がすすんでお り、その要 因の一つ として食生活の問題 がある。

本校では 「だるい」 「眠 い」 「朝食 をとっていな い」 「ジュー スを毎 日飲んでいる」な どの生

徒の言葉 をよ く耳 にす るが、これ らも基本的生活習慣や食 生活の乱れが主な原 因と考え られ 、

食 生活の 自己管理ができていないことが伺える。

そ こで、授業 に集中できない生徒が多 い中、生徒間のコミュニケーシ ョンを図 りなが ら、

調査 ・実験 ・実習な どの実践的 ・体験的な活動 を通 して、食生活 と健康のかかわ りにつ いて

生活習慣病の視 点か ら学ばせ理解 させた い。そ して、そ の上で 自分の食生活を振 り返 らせ、

生徒一人一人の食生活 の問題点 を明確 にさせ 、健康な食 生活 になるように問題 を解 決するた

めの方法や知識 ・技術 を身に付 けさせた いと考え、本題材 を設定 した。

2目 標

(1)毎 日の食 生活 につ いて関心をもち、 自立 した食生活 を営 もうとする。

(2)自 分の食生活 を見直 し、 自分な りに食生活 を工夫 して改善す ることができる。

(3)調 理に関す る基礎的 ・基本的な技術 を身に付 ける。

(4)栄 養、食品、調理 について科学的に理解 し、食生活 の充実 に生かす。

3指 導計画(24時 間)

小 題 材 名 時間 学 習 内 容 資 料 等

食べるって どうい うこと?

何を どれだけ食べれ ばいい

の?

2 ・食文化や食べる ことにつ いて知 り、

朝食の必要性や各 自の栄養所要量、

栄養価 につ いて考 える。

食

べ

る

こ

と

と

健

康

コンビニで昼食 を買お う 2 ・コンビニエ ンスス トアで用意で き

る食事の問題点 に気付 く。

食品に添加物は必要? 2 ・問題点 として挙 げられる栄養のバ

ランス 、食 品添加物 、食中毒な ど

にっ いて考 える。

VTR

「添加物表示の

見方 ・選び方」

添加物調査あたると恐い食中毒 2 ・ビデオ を見 て、食 中毒 の注 意や説

明を聞き理解す る。調理実 習 に生

かす ことを知 る。

VTR

「こう してお こ

った食 中毒2」

調理実習1

調理の基本

2 ・チ キ ン ピ ラフ、 ス ー プ、サ ラ ダ を

作 る。
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食 栄養素って何? 1 ・栄養素の種類やその働 きにつ いて

べ 理解 す る。 また、栄養 素 と生活 習

る 慣病 とのかかわ りを知 る。

こ 糖分の取りすぎにご用心 2 ・糖分測定 の実験を行 い、清涼飲料 糖度測定実験

と 水等 に含 まれる糖分 の量 を知 る。

と 生活習慣病は大丈夫? 1 ・ビデオ を見 る。生活習慣 をチ ェ ッ チ ェ ック シー ト

健 クす る 。 VTR

康 自分の体 を調べよ う! 1 ・BMIの 計算や体脂肪率 を測定 し、 「危ない太めは

(本時) 自分の身体 につ いて調べ る。 どのタイ プ?」

体脂肪率測定

食生活チ ェック 2 ・事前 に行 った アンケー トの結果や アンケー ト集計

『自分の食生活 を見直そ う』 自分の食生活 を振 り返 って点検 し、チ ェ ック シー ト

実行できる食生活 目標 を決 める。

献立作成 1 ・各 自で一汁三菜の食事の副菜 を選

r献 立 を立ててみよ う び、一食分の献立 を立てる。

一 一 食 分 一 』

調理実習2 2 ・『献 立 を立 て て み よ う一一 食 分 一』 各 クラス ごと

献立作成の中から で多く選ばれた献立で調理実習を

す る。

献立作成 1 ・各 自で既習事項か らテーマ を決め

r献 立 を立ててみよう て 、 一 日分 の献 立 を立 て る。

一 一 日 分 一 』

『パ ソ コ ンで らく ら く 2 ・パソコ ンを用いて、各 自が立てた パ ソ コ ン実 習

栄養計算』 一 日分 の献立 の栄 養計算 を し、 レ ANEW

o

一 ダーチ ャー トか ら栄養 のバ ラン HEALTHY

ス を知 る。

ま とめ 1 ・再度食 生活 をチェ ック し、食 生活 チ ェ ッ ク シー ト

r食 の 自立はで きたかな?』 目標 が実行で きたか、 問題 点 を改

善 できたか 、食 の 自立 はで きたか

を考 え る。

4指 導展 開例 「生活習慣病 は大丈夫?自 分の体を調べよ う!」(2時 間)

(1)本 時 のね らい

① 生活習慣病や肥満 について正 しく理解 し、食 生活 と健康 のかか わ りにつ いて知る。

②BMIな どの計算や体脂肪 率を測定 し、 自分の体の肥満度 につ いて調べ、生活習慣

や食 生活の問題点 を見いだす ことがで きる。
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(2)本 時の学習の流れ(2時 間)

区 評 価
分 学 習 活 動 教師の支援と留意点 評価項目 評価方法 資料

導 ・本時の学習内容 を確 認す る ・生 活習 慣 のチ ェ ッ ク ・積 極 的 に ・観察
チ ェ ッ ク

入 ・チ ェ ッ ク シー トで 生活 習 慣 に
をさせ、○ が13個 記入でき シ ー ト

10 つ いて チ ェ ッ クす る。 以上の生徒を挙手さ た か 。

分 せ る 。

展 ・ビデオ 「危 ない太 めはどのタ ・生活習慣病 の知識 を ・プ リ ン ト ・プ リ ン ト
ワ ー ク

開 イ ブ?」 を視聴 し、生活習慣 確認する。 に記入で の確認 シー ト

40 病 と肥満 につ いて理解 する。 ・ビデオを視聴 しプリ きた か。

分 ン トに記 入 させ る。

導 ・本時の学習内容を確 認す る。 ・電卓 を持 っているか

入 ・肥満度の計算や測定方法 にっ を確認す る。

5 いて説明を聞 く。

分

・自分の肥 満度 を計算す る。 ・計算方法 を確認す ・肥満度 を ・観 察
ワー ク

・体脂肪 計で体脂肪率 を計 る。 る 。 計算した ・プ リン ト
シ ー ト

展 (交代 で行 うの で、待 って い ・体脂肪計の使 い方 を
か 。 の確認

開

30

分

る生徒 はプ リン トの考察を記

入す る) 灘 ト羅 糖蝿灘
なことなので 抽 擁 臥 機
測定は教師がi籍

撫 》

付き添う)1譲
一 ・ 灘

一 盈
ま ・考察の答 え合わせ をす る。 ・自分の生活習慣 の問 ・自分 の 問 ・プ リン ト

ワ ー ク

と ・調査 の結果や判定か ら自分 の 題点を食生活とのか 題点をま の確認 シ ー ト

め 生活習慣等 を振 り返 り、問題 かわ りで考え るよ う とめる こ

15 点 を考 え 、 ま とめ る 。 助言す る。 とができ

分 た か。

(3)評 価の観点 ① 生活 習慣病や肥満 について正 しく理解 できたか。

② 調査結果か ら自分の生活習慣の問題点 を見いだせたか。

5生 徒のまとめか ら

・過体重な ので正常 にな りた いと思 った。体脂肪が計れてよか った。減 らしていきたい。

・この授業 をやって自分 の体の状態や これか らの ことを考 えさせ られた
。

・大切なのは健康な 生活 をす ることである。 ジュース類 はなるべ く避 けてお茶 を飲む。おや

じにな って も肥満 にな らないで若 くいた いと思 った。

・肥満の体 じゃな くて よか った。肥満にな らないように3食 きちん ととり、適度 な運動 をす
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るよ う心がける。

・ちょっと体 重が多す ぎるか も しれない。 この授業 を もとに、食生活 を改善 したい と思 う。

・肥満は いろいろ恐 い病気 を引き起 こすので恐ろ しいと思った
。自分の体脂肪 率が分か った

ので よかった。 〈生徒 のワーク シー ト例〉

自 分 の 体 を 調 べ よ う!

☆ あなたは自分の体のことをどのくらい知っていますか?生 橘習慣病の原因となる

肥満について胴べてみましょう。

0肥 満の鵯定をしよう。(下線やカッコに自分の数値を入hiし よう)

〔調査1〕 標準体重による方法(ブ ローカーの変法)

式1(賊 血 ・m-1。0)・0.9=(A65.E)kg

式2璽 ∂毎k_Ab、 フkx100=(ZI)%

(A6ヌ7)kg

判定(Qで 睡もう}
-20%以 下 一10～20%±10%+iO～20%0%以 上

や せ 体重減少 正 常 過体重 肥 漕

〔調査2〕 体籟緬腰髄こよる方法(BMI)

、轟 踏・概_)
劉定`oで 膿もう)

20来 瀧20以 上_24未 漕24-2s4未 満64以 上

や 慧 正 需 過体霜 肥 満

資斜1'一 ■
醐{W!険 勘♂
■嶋醐2とtiM圃 幽匹

●■繍伽 七●●鰺璽

の憂回 腿oゆ
甑卜G甑5
555鵠
騨 ■口
鱒5■D
7● ●亀●
75臓 」
ert
腸75暑
■07腸

　　

秘 蝋
o瓢 轟 竃 童 四監 弦 名 童

㈹ 副腰鯨▼8㎜ 臨縦御。鵜 ⊂和 グラム,7【服 〔距 ト剛 塗紛 翫

・ともに曝禽曝瑠■騨旧■函に`る

〔調査3〕 鉦 エネルギーの翻 馳 法 食Na10

式1(身 長/一'13)m・(身 長/・q3)m・zz=(A16)k。

式・(・`6)・ 。・⊥ ⊥.(Zう%)、 。a1

」レ下 豪 て ま 霞字を入れる

生活活動強慶別 体■当たりエネルギー所要量 生活活幽強慶の目安

聯 っくウした鳳 腱農の歩
行のほか 大塵分は鰹位で睦8.
勉強、悶 など.
●∬{蝿 い,・適動、仕6ζど
で2剛闘曜醒の歩行や藁駄燈躍.
FiQどm匝 力'闘 多し耀か

・臨〔遷醒}服の人が1日「開
歴慶は遷瀕やサイクリングacの
遷■レ駈したり辱大5分が立但で1
闘闘卿鍵図■帰擬など㎜ い
席霞に礎6.
・rfiull81鱒 鱒瞳震は雲
しいトレーニングや承財の屡霞ξ
0い0に 罐學.

〔溺査4〕 リンゴ型肥満?洋 ナシ型尾満?(a定 で肥満がでた人}

ウェスト 、

ヒツブ(/03

判定(0で 囲もう)

cm`一一=cog3)

cm

標 以 翻i鵡

鼎堅薯量
霧

儲
〔爵査5)体 盈肪寧を漏定する方法

眈 結果(罰 》%

(oで 囲もう}

性 別 適 住 範 囲1
肥 満30趣未満30趣以上

男 性

女 性

14～20%17～23%25%以 _ヒ

17-24%20-27%30%以 上一

6考 察

「自分の体 を調べ よう!」 とい う題材名を提示す ると、生徒 は自分 自身の ことなので、興

味 ・関心 をもち、授業 に積極的に取 り組んだ。 さ らに、生活習慣や食生活 につ いて、 ビデオ

を視聴 した り、計算機 を使って肥満度 を計算 した り、体脂肪率 を測定 した りと体 験的 ・実践

的な活動を多 く取 り入れ たので 日頃授業に集 中できない生徒 も積極的 に活動 し、生徒一人一

人が 自分の生活を振 り返 り、 問題点を把握出来た と思われ る。特 に、実際 に測定 した体脂肪

率の調査 については、調べてみてよかった との意見が多 く、健康な生活習慣へ の意識 を高め

る ことができた。

題材の指導で は、先 に知識 を身に付 けさせ 、食生活 と健康 のかかわ りを知 った上で 自分 自

身の食生活や生活習慣 をチェ ックし、 ここで 自分の課題 が把握できたわけで ある。 さらに、

一 日分の献立 を各 自が既習 した事項か らテーマ を決めて作成 し
、栄養 計算 をパ ソコンを用 い

て行い、 レーダーチャー トか ら栄養バ ランス を確 認 し、献立 を修 正 した。最後 に、食 生活 の

自立がで きたか どうか再度チ ェックを し、各 自の課題が改善 されたか どうかをま とめた。 こ

の学習の流れの中に調理実習 を2回 組み込み、調理 の知識や技術 を身に付ける ことで、食生

活の自立が図れ るようにした。今回の授業全体 を通 して、生徒 は自分の食 生活 に興味 ・関心

をもち、 自ら生活課題 を把握 し、改善するための知識や技術が 身に付き、改善への意欲 をも

つことができた と考 え られ る。
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まだ先 の ことか も しれ な いけれ ど 一高齢者 になってみよう一

1題 材設定の理 由

高齢者の生活や福祉の分野は、テ レビや新 聞な どで報道 される ことが多 く少子高齢化 のた

め、さけて通る ことので きない問題である。 しか し、街 を歩 くと高齢者が多 いことに生徒 は

気付 くものの、祖 父、祖母 と同居 している者が少な く、身近な問題 として と らえに くい現状

がある。そ こで、 生徒たちが、興味 をもって取 り組 みやす い 「簡単な高齢者疑似体験 」を実

施 し、体験を通 して高齢者問題を考えやす くした。さ らに、そ こか ら生徒 たちが、主体的 に

活動できるよ うにグルー プに分け、社会福祉施設の見学や介護保険制度などを含 めた4テ ー

マか ら、選んで課題 を決めて解決 し、研究発表する。また、高齢者問題の現状 を理解 した上

でのまとめ として 「簡単な介 助実習」を取 り入れる こととした。

これ らの学習 を通 して、高齢社会や介護 ・福祉 についての理解 を深め、他者 を尊重す る態

度や他人 を思 いや る気持ちをは ぐくむため、 この題材 を設定 した。

2目 標

(1)高 齢者に関心 をもち、身近な高齢者 との交流の機会 をもつ。

(2)高 齢者の加齢 に伴 う身体 の変化 と特徴 について理解する。

(3)高 齢社会 の現状 に気付き課題 を見つ け、その解決を 目指す方法を 自分な りに考え工夫 し、

発表する。

(4)高 齢者の介護の心構えについて知 る。

3指 導計画(12時 間)

小 題 材 名 騙 学 習 内 容 留 意 点

・高齢者 にな ってみ

よ う

2

本時

・高齢者 の加齢 に伴 う身体 の変化

を体験す る。
・ワークシー トを使 って、発表す

る。

・簡 単な高齢者疑似体験

・目、耳 、手が不 自由にな っ

た ことを想定 して体験す

る。
・高齢社会 って何?

・年金 も らえな くな

っちゃうの?
・介 護保 険が 始 ま っ

た
・社 会福祉 施 設 に行

ってみ よう

8 ・高齢社会の現状、年金、介護保

険、社会福祉施設の4テ ーマか

ら生徒が課題 を設定 し、グルー

プで調べて発表す る。
・高齢者の問題 と言 うよ りは、生

徒 自身の問題で ある ことを認識

す る。

・テーマは、教師が4つ 設定

し、各 グループ ごとに、協

力 して調べ、発表 させ る。
・自分たちは どうすればよい

か という、 自分 の問題 とし

て考 えさせ、まとめる。
・老人力について も触 れる。
・身近な高齢者 との交流の機

会が もてるよ うにす る。

・介 護 を受 ける身 に

な って 見え て くる

こと

2 ・簡単な介助実習を通 して、高齢

者の立場 を理解 し、介護の心構

えを知る。

・簡単な介助実習

・思 いや りのある心を養 う。
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4指 導展開例f高 齢者 にな ってみ よう一簡単な高齢者疑似体験 一」(2時 間)

(1)本 時のね らい 高齢者の加齢 に伴 う身体 の変化 を体験す る。

(2)本 時の学習の流れ

学 習 活 動

・身近な 高齢 者(祖 父

祖 母 を中心)に つ い

て様 子や イメー ジ を

書 く。

・身近な高齢者につ い

て発表する。

・2人1組 を作 り、 高

齢 者 と介 助 者 を 決 め

る。

・簡 単 な高齢 者疑似 体

験の仕方の説明を聞

く。

・高齢者疑似体験 を装

着 前 に ワー ク シー ト

に記入する。

・高齢者 疑似 体験 を行

う。

・高齢 者 と介 助者 を交

替する。

・高齢者 疑似体 験 前 と

体 験時 を比較 し、感

想 を書 く。

・高齢 者疑似 体験で 、

分 か った こ と、感 じ

た ことな どを発表す

る。

教師の支援(留 意点)

・学習す る前に、高齢者

を観察す るよ うに指示

す る。

・イ メー ジがわ きやすい

ように高齢者 について

具体 的 に話をする。

・全 員 が参 加 で き る よ う

にす る。

・2人1組 になれ な い生

徒 が で きな い よ う、 声

をか け る。

・必 要 な 用具 を揃 え 、配

布 す る。

評 価

評価項 目

・高 齢 者 の様

子 や イ メー

ジ を書 く こ

とができる。

評価方法

・プ リン トの記

入状況

資料

プ リン ト

プ リン ト

ワー ク

シー ト

・消極的な組に対 して

は、や ってみせ る。

・パー トナー と協力 して

積極的 に体験す るよ う

伝える。

・感 想を書かせる工夫 を

す る。

・高 齢 者 疑 似

体 験 が で き

る。

・感 想 を 書 く

こ と が で き

る。

・高齢者疑似体

験 を観察す る

いる。

・目、 手 、耳 の

3点 に つ いて

書 い た ワー ク

シー トの記 入

状況

・発 表す る態度

発表 を聞 く態

度 を観察

ワー ク

シー ト

ワー ク

シー ト

ト

ト

ン

ク

一

リ

一

シ

フ

ワ

(3)評 価の観点 ① 体験 学習に積極的に参加 している。

② 体験 を通 して高齢 者の加齢 に伴 う心 身の変化 を理解 しよ うとす る。
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5簡 単な高齢者疑似体験 の内容

・指先の感 覚が低下す る状態を軍手 をはめ、指をセ ロハ ンテープで固定 し、針に糸を通 し

た り、財布か ら小銭 を取 り出 した りす ることによって体験す る。

・目の生理 的変化である、 白内障 を特殊な ゴーグル によ り体験 をする。

・耳が遠い状態 を耳栓 を使 って体験する。

必要な もの用具(軍 手、セ ロテープ、白内障のゴーグル、折 り紙 、新 聞 ・針 と糸 、針山

糸切はさみ ・タイマー ・耳栓 ・小銭数枚 ・財布 ・テ レホ ンカー ドなど)

・実習装着時 白内障ゴーグル 軍手 ・セ ロテープ 耳栓

　鷺 ⑲⑨卿

財布 ・小銭

6高 齢者疑似体験前の高齢者のイメージと体験後の感想

・歯が衰えていくのでかた いものが

食べられない。

・目が悪いので、近 くまで行かない

と自分だと分かって もらえない。

・耳が遠い、テ レビを見るときの音

がうるさい。

・足が悪い、階段がつらそ う。

・話が長い、同じことを何度 も言 う。

・うちのおばあちゃんは、木に登れ

るほど元気いっぱい。

⇒

as

折 り紙

・目が見えないことがどのくらいつ らいことかよく分かった
。

高齢者の気持 ちが少 しは分か ったような気がする。耳もよく

聞こえないので、相手が早ロで話すと絶対に聞き取れないと

思った。また、手が不自由だといろんな ことができず思った

より動かな くていらいらする。なぜ高齢者の行動が遅いのか

よく分かった。これからは、高齢者にもっと暖かいまなざし

をもって接 しようと思 う。

・今まで高齢者の気持ちなんてきちん と分か っていなかった。

体験 してみて初めておじいちゃん、おばあちゃんの気持ちが

分かった。この ごろ面倒だか ら遊びに行ってないけど、すぐ

に、お じいちゃんおばあちゃんに会いに行きたくな った。

7考 察

学習前に高齢者を観察す るよ うに伝えたので生徒は、街 中にいる高齢者に も視点 を広 げ、

高齢者への興味 ・関心 もった。そのうえで、高齢者疑似体験 を行 ったので高齢者のイ メージ

と現実 の違 いに気付 き、高齢 者の加齢に伴 う心身の変化 を理解 できた。また、生徒のま とめ

に 「これか ら自分 は ・・した い」、「お じいちゃんお ばあちゃん に会い に行 きた くな った」

な ど意見が書かれた ことは、生徒の優 しさな ど心 に触れる ことがで きた と考 える。
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安 らぎの住 まい 一暮 らしやすい住 まいの提案 一

1題 材設定の理 由

人は身を守 るため 自分 の居場所を持 ちた いと思 うものである。 しか し、現代 の高校生は、

「住 まい」 にっいてあま り関心 をもって いない。そ れは、生活 様式 の変化 によ り、子 どもの

頃か ら心地 よい居場所を夢みて創造す る体験が不足 して いるか らである。

高 校生は近い将来、 自立 した生活を送 る ことになる。まずは、現在の 自分 の生活環境に気

付かせ 、よ り暮 らしやす い住 まいについて考え させたい。その手段 として、住宅 に関する諸

情報を有効 に活用 し、住まいに関する知識 、技術 を会得 し、また、積極 的に地域活動 にも参

加 し、住み よい町づ く りにも協力できるよう住生活に対す る意識 を高めたい。そ こで、 ライ

フスタイル に合わせた住 まい方 を主体 的に考察 し、実践す る能力 を身 に付 ける ことが必要で

ある と考 え、 この題材 を設定 した。

2目 標

(1)住 居や環境 につ いての関心 を高め、自分な りの理想をもっ。

(2)家 族の生活 を中心 に、住 居や住 まい方 につ いての見方や考え方 を知 る。

(3)私 たちの住 生活 の問題点を認識 し、よ りよい生活環境 をつ くる。

3指 導計画(16時 間)

小 題 材 名 時間 学 習 内 容 資 料 等

私たちの暮 らす

住まいとは

2 ・気候風土や地域文化 の違 いによる

住 まいの役割 を考 える。
・生活 に合わせた間取 りや起居様式

の変化 を考える。

・住 まいに関す る

アンケー ト
・学校行事 に関連 した

資料 を用意
・和室 での授業

お部屋 を リフォーム 2 ・住 まいの安全性 につ いて考え、管

理方法 を理解す る。
・機能的、美的な面か ら室内の環 境

の整備 を考 える。

・新 聞記 事

・折 り紙 、包 装 紙 、

・色 鉛筆 等

rだ か ら借 ります」

「それで も買います」

2 ・住宅事情 につ いて考 え、日本の居

住水準 をもとに住居 費を算出す

る。
・自分が一人暮 らしをす る場合の住

まいの条件 を考 え、情報 を活 用す

る。

・参考VTR

・「マイ ホー ム

マ イ ルー ム 」

・住 宅 情 報誌

暮 らしやすい

住まいの提案

8

本 時

・ライ フステージ ごとの住要求を満

た した住 まいを設計す る。
・グルー プごとに課題研究 し、発表

をす る。

・住宅広 告等

みんなのまちづ く り 2 ・地域 の公共施設 に目を向け住環境

の整備 を考 える。

・近隣の地図
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4指 導展開例

(1)学 習の流れ

「暮 らしやすい住 まいの提案 」(8時 間)

各クラスごとに家族 を設定 し、その家族のライ フステージに合わせた住要求を挙げる。

(2時 間)

・ライ フステー ジを5つ に分け、それぞれ のステー ジ

にはどのよ うな住要求があるか検討する。

・4～5人 の班 にな るよ うにグループを作 り、担 当ス

テー ジを決める。

i

活 動 期 前 期 、活 動 期 後 期 、

安 定 期 、自由 期 、介 護 期

グループごとにテーマに沿 って研 究をする。 (4時 間)

・家族 の変化を考 え、各 ライフステージ ごとに必要な機能 を考慮 して、具体的 にどのよう

な住 まいが適 して いるか検 討す る。

・発表者(ま とめ役) 、設計担 当、イ ンテ リア担 当、エ クステ リア担 当に別れて調査、研

究 を進め る。

a
各グループの研究結果 を発表 し、ひとつの家族の住生活の変化 をまとめる。(2時 間)

・グルー プごとに考 えた住 まいを発表す る。 聞き手はまとめの プリン トにポイ ン トを書き

込 み、ライ フサイクルの中での住 まいの変化 を知る。

(2)本 時のね らい(5・6/8時 問 目)

① 家族構成や生活条件な どに適 した住居の平面設計ができる。

② 室 内外 の環境整備 を計画する ことができる。

③ グルー プごとの課題の研 究発表準備をす る。

(3)本 時の学習の流れ

学 習 活 動 教師の支援 と留意点

評 価

資 料評価項目 評価方法

・設計の要点を理解 し、

各ステージの住要求

を満た した住 まいの

間取 り図 を描 く。

・イ ンテ リア、エ クス

テ リアの計画を し、

各空間 をデザイ ンす

る。

・各 グルー プ ごとにひ

とつの住 まいとな る

ようまとめる。

・住宅情 報 の 中か ら選択

して もよい こ とを伝 え

る。

・室 内外 の整 備 は機 能面

と美的な 面の両方 か ら

考 えるよ う助言す る。

・統 一 した疑 問が 出た場

合 は各 担 当 ごとに集 め

て助言す る。

・資 料 を 持

ち寄 り、

積 極 的 に

取 り組 ん

でいるか。

・各 グル ー

プ ご とに

意 見 交 換

を して ま

とめ て い

るか。

・観察

・発 表 用 紙

の確認

・参考 プ リン

ト

・住宅情報誌

・住宅広告

・カタログ
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(4)評 価 計画

課題の研究 は、グループ ごとの活動 とな り役割分担 も異な るので、一人一人が課題 に応

じた活動 をす る ことにな る。そ こで 、「研 究過程」の評価規 準 とそ の判断 の基準 を明確 に

した。ABCの3段 階で評価する。

評価規準

適 切 な 住 空 間 を 計

画、設 計す ることが

できる。

〈知識 ・理解〉

A

この小題材 に入 る

前 に学習 してきた 内

容 を活用 し、さ らに

新 しい内容を活用 し

ている。

B

この 小題 材 に入

る前 に学習 して き

た 内容 を活 用 して

いる。

C

この小題材 に入

る前 に学習 して き

た内容 を活用でき

な い。

この部分の評価 は担 当によって違 う。

・設計担 当は、室 内環境 を考 えた間取 り、部屋の数、記号の使 い方。

・イ ンテ リア担 当は、部屋 の割 り振 り、生活様式、室内装飾。

・エ クステ リア担 当は、外観 、環境整 備。

・発表者はそれぞれの説明を発表用原 稿 として まとめているか を評価す る。

意欲的に情報 を収集

して いる。

〈関心 ・意欲 ・態度〉

情報 を整理 し、活用

す ることがで きる。

〈思考 ・判断〉

話 し合 いに積極的に

参加 して いる。

〈関心 ・意欲 ・態度〉

発表用 の資料づ くり

ができる。

〈技能 ・表現〉

住 まいに関す る広

告紙やイ ンテ リア、

エクステ リアの資料

をいろいろな視点か

ら多 く持参 した。

資料の中か ら自分

の担 当以外 のもの も

含め課題 に適 した物

を使用 している。

自分 の 意 見 を 言

い、話 し合 いの推進

役 となっている。

多 くの資料 を適切

に使い、分か りやす

く表現 されて いる。

住 ま いに関 す る

広 告紙 や イ ンテ リ

ア、エ クステ リア

の資料 を持参 した。

資料 の 中か ら自

分の担 当 の課題 に

適 した物 を使 用 し

ている。

自分 の意見 を言

い グルー プで の意

見 交 換 に参 加 して

いる。

資 料 を使 って 、

分 か りや す く表 現

されて いる。

住 まいに関す る

広告紙やイ ンテ リ

ア、エ クステ リア

の資料 を持参 しな

い。

資料 の中か ら自

分の担 当の課題 に

適 した物 を使用で

きない。

自分 の意見は言

わないが、グルー

プでの話 し合 いに

は参加 して いる。

資料が不足 して

いて、分か りやす

く表現されて いな

い。

5考 察

・題材のは じめに生徒対象に住 まいに関す るアンケー トを行 い、住居に対す る意識付 けを し

た。 この ことによ り、間取 りや室内環境 の整備 について生徒 は具体 的に考 える とともに、

研究 の過程において 自分の家及び部屋 について も考えが発展 した。

・クラス全体 でひ とつの家族 を設定する ことによ り、既習 の家族の生活設計を ライ フサイク
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ル表 を用いて 見る ことがで きた。その結果、家 族構成や生活形態 による住 まいについての

考 え方の変化が分かるような資料ができた。

・この研究の導入 として 、生徒各 自の家庭 に配布 され る新聞広告に注 目させ、研究の参考 と

な る広告を選択 し、持 ち寄 るよう指示を した。住宅広告は必要な部分だ けを選 び、切 り取

り、活用する ことができるので資料作成には有効であった。

・発表者、設計者 、イ ンテ リアコーデ ィネー ター、エクステ リアデザイナー と担当を決めて

テーマの住宅 を構成 して い くのには4、5名 ずつのグルー プ構成がよい。生徒それぞれの

意見 の交換が活発 に行 われ る様子が見 られ、有効であった。 また、 グルー プを拡大 して、

同 じ担 当者同士が話 し合い協力す る姿勢 も生まれた。 しか し、 グループで意見 をま とめて

発表す るという経験が不足 していたので、一 人一人の作業が統一 されない等、課題 を理解

し研究 を軌道に乗せ るまで、教師 の助言が必要であった。

・学習に近隣の住 宅広告 を利用 した ことによ り、本校への通学路で ある近辺地域 の設計にも

興味 、関心 をもたせ ることがで きた。本校の周辺は都 市開発の途 上であ り、「自分たちの

住み よい町づ く りはどうな って いるのか」また、 「自分 たちの考 えが新 たな町づ く りへの

提案 になるだ ろうか」と町づ く りに積極的 に参加す る心 を育て る ことにつ なが ると考 える・

・授業で学んで きた環境整備 の考え方を、実際 に図面にす ることによって、その家 に住む人

々の生活が明 らか になって きた りして、生活のイメー ジを生徒が具体的 につかむ ことがで

きた。近隣のモデルハウスや住宅展示場 の見学、住居 の設計やイ ンテ リア計画 の知識 ・理

解 を深めるための住居 を3Dで 見 ることがで きるパソコンソフ トやイ ンターネ ッ トの活用

も有効であると考える。

・評価計画を作成 し、座席表 を活用 して評価 を行 った。判断の基準 を明確 にしたので評価が

しやすかった。一人一人の生徒の課題や作業が違 って いる中で、きめ細かな評価 をする こ

とがで きた。

蓋 齢1奪1纏鞭 鱒 肇撫愈 購懸1・

灘i漸・癬 猛譜箋臨 憎 膨 ・

藩1欝 簿 璽撚 ・轡.』 魎嫉 藩 纂
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指導事例5 さあ困 った、 どう しよ う

1題 材設定の理由

自分 の将来 の生活 を想定 し、起 きるであろ う問題 を解決す る能力を育成す るた め問題解決

的な学習 「さあ困 った、 どうしよう」 を設定 した。 これか らの生活 の中で出会 う問題 に対処

できる態度 と能 力を育てたい。家庭科 においては、すでに多 くの問題解決的な学習の実践が

あるので、今研究では、発表方法 の工夫 に取 り組 んだ。従来行ってきた印刷資料、人形劇 、

紙芝居、コ ン ト等 に追加 して、プレゼ ンテーシ ョンソフ トを使 った発表 を考 えた。発表が成

功 し、ク ラスメー トか らよい評価 を受 ける と満足感が生まれ、生徒の 自己肯定感が増す。そ

のための生徒 への援助 を工夫 した。

問題 はブ レー ンス トー ミングによる検 討を行 った上で、生徒が 自由に設定す る。 この題材

が2学 年にわたって きた学習の最後 となる。生徒は、全ての分野か ら問題 を設定で きるので、

興味を もって取 り組み、内容はバ ラエテ ィに富 む。 この ことによ り、発表 を飽 きず に聞け、

相互評価 できると考 えた。 また、調査 ・研究 には、今年度 よ り、イ ンター ネ ッ ト環境が整備

されたので活用 させて いきたい。

2目 標

(1)自 分の将来 の生活 を想像 し問題点 を見つけ、その解 決に向 けて取 り組 もうとす る。

(2)必 要な情報 を収集 し、問題 の解決方法を 目指 して考 えをまとめる ことがで きる。

(3)発 表方法を工夫 し、分か りやす く意見を表 明す ることができる。

(4)他 人の発表 を しっか り聞き、理解 し、互 いに評価 し合 う。

3指 導計画(12時 間)

学習内容 時 間` 留意点

・学習へ の取 り組 みを理解す 2 ・説明用 プ リン トを用意 してお く。

る 。
・パ ワー ポイ ン トを使 って 説 明す る。

・「将来起 きるかもしれな い」 ・問題事例 をた くさんあげるよ う助言す る。

問題 につ いてブ レー ンス ト ・テーマが重な らないように配慮す る。

一 ミ ン グ をす る 。 ・パソコン室の準備 と使用方法 のプ リン トを用意す る。

・班 で 、 問 題 設定 をす る。

・パ ワーポイ ン トの体験

・調査、研究 、印刷用原稿の 4 ・資料な どを用意 し援助 をす る。

作成 をする。
・インターネ ッ トやパ ソコンを活用す るよ う促す。

・発表順 番を決めるな ど、発 ・発表時 まで に、印刷資料集 を作成 してお く。

表の準備 をす る。 ・発 表は紙芝居 、人形劇 、 コン ト等工夫 した り、教材

・レポ ー トを作 成 す る。 提 示装置やパ ワー ポイ ン トを利用 した り考 え るよ う
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助言する。

・発表 会 、評価 をす る。 5 ・各班15分 程度

本 時 ・しっか り聞き、評価 す ることを伝 える。相互評価用

紙 を回収す る。

・評価の集計 と反省 をす る。 1 ・回収 した相互評価用紙 を確認 し、切 り分けてお く。

・自己 評価 をす る 。 ・クラス メー トの評価 の集計 と自己評価 をさせ る。

・レポ ー トの提 出 ・集 計用紙 、自己評価用紙 を提 出させ る。

※ レポー トの評価は後 日行 い、教師の評価用紙 を渡す。レポー トは生徒の承諾 を得た上で、

次年度の資料 とす る。

一問題設 定 に当た って
、生 徒 に提示 す る条件 一

・自分の将来 に起 きるか もしれな い生活 上の問題 を設定 し、解決方法 を探 る。単な る調

べ学習ではな く、 自分の生活 をどうす るか という視点 で考 えること。

・テーマは家庭 生活 に関す ることな ら自由。

・2人1組 を基本 とす るが、1名 か ら4名 まで可。

・レポー ト、印刷用原稿 を提出す る。印刷用原稿はクラスメー トの役 に立つよ うに情報

が豊富 に載 って いるようにすること。

・関連する法律や社会のルールなどについては、必ず調べる こと。

・発表方法の工夫 をす る。 コンピュータソフ トのパ ワーポイン ト利用 、コン ト、人形劇

な ど。いかに聞いて も らえるか考え、実行す る こと。

・相互評価 をす る。他の人の発表 もよ く聞くこと。

4指 導展開例(3・4/5時 間 目)

(1)本 時 のね らい

① 発表 を成功 させ ることができる。

② 他 の班の発表 を聞いて、評価する ことができる。

(2)学 習活動、教師 の活動、評価方法、資料

学習活動 教師の支援 評価方法 資料

・印刷資料集を用意す ・印刷資料集

る 。
・評価用紙

・評価用紙 を配布する。

・発表 す る、発表 を聞 ・発表班 に用意 を促す。 ・観 察 によ り行 ・各発表班の発表資

く 。 ・質 問が 出な い ときは質 問 う 。 料

・質 問 をす る。 を促 す 。 ・教材提示装置

・評価 用紙 に評価 を記 ・評 価 を記入 す る。 ・評価 用 紙 の確 ・パソコン接続 の用

入 す る。 ・次 の発表班の用意 を促す。 認 によ り行 う。 意

・次週の発表班 を確認する。

(3)教 師の留意点 発表後 に教師が批評することは教師の評価 のひ とつであるが、生徒

の評価 に影響す るので、少 し控える。
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M研 究の まとめ と今後の課題

「生活課題 を主体 的に解 決できる生徒が育つ授業の創造」 を主題 に、 「生徒が 自分 とのか

かわ りで とらえ られる題材 を工夫 し、問題解決的な学習 を取 り入れるな ど、 生徒が学習 の中

心 とな る指導法 を工夫 して授 業を創造すれば、生活課題 を主体 的に解決で きる生徒 を育成す

る ことができる」 とい う仮説 を設定 し、授業実践 を通 して研究 してきた。

1生 徒が 自分 とのかかわ りで とらえ られ る題材の工夫

題 材のネー ミングを工夫 し、「生活習慣病 は大 丈夫?自 分の体 を調べよ う」 「暮 らしや

す い住 まいの提案」な ど題 材名か ら生徒が学習内容 を想像 でき、興味 ・関心 を喚起できるよ

うに した。 また、生徒の生活実態 に即 した題材構成 となるよう、 アンケー トを実施す るな ど

自分 の生活 を見つめ ることか ら学習が始め られ るよ うに したので、生徒は生活 を実感 し生活

に関心 をもって、学習に取 り組んだ り、 自分の生活課題 に気付 き、問題 を設定す るな ど問題

意識 をもって学習 に取 り組 んだ りした。

さ らに、題材 に適 した指 導時間数 を決め、適切な時期 に配 当して全体計画 を作成 した。

2生 徒が学習の 中心 とな るよ うな指導法の工夫

(1)実 践的 ・体験的な学習 を取 り入れた指導

事例1に お けるブ レー ンス トー ミングや ロールプ レイ ング、事例2に おける体脂肪測定 、

事例3に おける簡単な高齢者疑似体験 、事例4に お ける住 まいの設計な ど体験学習や実験

・実習、調査な どを取 り入れたので、生徒の学 習への興 味 ・関心が高 ま り、主体的な学習

がで きた。 また、実践的 ・体験的な活動 によ り、生徒の知識 ・理解がよ り確かな もの にな

り、技術が身 に付いた。 このよ うに して習得 した知識や技術 を積極的 に活用 して、実際の

生活に生か されるな ど、生活 をよ りよ く創造 しようとす る姿勢が身 に付いた。

(2)問 題解決的な学習 を取 り入れた指導

問題解決的な学習 を取 り入れ 、生活 を営 んで いく上で の自分の課題 に気付かせ、課題 を

設定 できるよ うに した。問題解決的な学習では課題 設定の段階が重要 である。そ こで、課

題は全体指導計画の前半では教師が示 し、次 にいくつかの課題の中か ら生徒が課題 を選択

し、最後は 自分の将来 の生活 を想定 し起 きるであろう問題 を課題 とす るな ど段階を追 って

設定 した。 このよ うに段階 を追 って問題解決的な学習 を継続 してい くことによって、生徒

は生活課題 に気付き、問題意識 をもつようにな り、課題の解決 を 目指 し進んで学習 してい

く。 また、課題の共有化 を図 る発表会で は、紙 芝居、人形劇 、パ ソコンソフ トの利用な ど

いろいろ工夫を した。 このよ うな問題解決的な学習過程 の中で、 グルー プ活動 を実施 した

り、調査活動等で高齢者 とかかわ った りと人と人とのか かわ りを重視 したので協力 し合う

姿や高齢者 を思 いやる心 がは ぐくまれた。 このように問題解決的な学習を何回 も繰 り返す

中で、生徒は学び方を学ぶ こともで き、将 来にわたって変化 し続ける社会 に主体的に対応

して いけるようになる と考 える。

今回の研究では評価 につ いて は継続 して研究する ことができな かった。今後は評価 につい

て、実践で きなかった他の題材 をも含 め、さらに研究 を深める必要が ある。
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